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月の地

質学

⑥

21.レイ(脇y)のなぞ.

月面のクレｰタｰにいろいろな種類カ婁あることほすで

に述べたがその中で最も特異な存在はレイ(ray輝

条)をもつクレｰタｰであろう.その最も代表的なも

のはチコ曲クレｰタｰやコペノレニクス･クレｰタｰで

兜に筆者がコペルニクス型クレｰタｰと名づけたものの

大部分がこれにあたる,

レイは通常帯心のクレｰタｰから放射状にひろカミっ

ている甥為いすむの集漢りで一本一本のレイは不規

則な幅をもり花弧状をなしているものか多い吉これは

一見何かか潟つがってあぴ散ったあと(§秘曲狐ark)を

示すよ簑ぽもみえるしクレｰタｰから帆か明るい物質

が噴き出してとび散りだ海とのよ引砧みえる.そ

こでこのレイの成園をめぐって(もちるんレイ･ク

レｰタｰの成因とも関連さ世で)さ凄さ妻の意見カミた

たかわされてきたのであっ花｡

い漢か島やくδ0隼以上も漢免肌&恥舷三鵬(1908)

はレイ終ついての最初の成因説を発表し花｡それは

塩の緕翻糀勾欄い花ようはひ効らているのだという

説であった｡この説の根拠紀なっ花のはインド北部

にみられる旗の流れたあをである､こごでは中心の

火山地帯がら流れ出した塩分を含ん怒水の流れ赫水分

が途中で蒸発して塩分を沈殿窓港ていくので3本の白

いすじとなりてあらわれている.肋泌i鵬はこのよ

うなものが月繭のレイお漠く似でいる&誇曳花のであ

つ花山

P｡賄磁h(醐7)はレイはクレｰ費一の鐙の穴を通じ

て放出され花氷の結晶であると考免だ｡正N嚢馳紬

と工C鮒膵搬望(王886)は月面に内部からの圧力によっ

てクレｰタｰを中心とし危放射状のわれ員ができそ

こから溶岩があふれ出してきたがそれかレイをつくり

たのであると誇えた.

ずっとあと紅なりてM.D鮒鵬y(193遂)はレイにつ

いての多くの説を検討した結果レイはおそ島く月の

地殻にで書花われ貿構造であるうと考克た､瓜A1敏

(!9脳)もこの考えを支持しこのよ費なわれ黒は大慧

な鰻宥の衝架ぽよ,りてつくられたものである誓お主張篶

たしかし今賦は上帥デはうないくつか⑳

考えはあ護り認められなくなってきている｡

小森長生

一般的にみるとレイは目の出の約12時間後にみえる

ようぽなり満月に近づくにしたがってしだいにはっき

りみえるようになる.'そして満月のときもっとも目立

ってみえる.その後目没の約12時間前には消えうせる.

それらのみえかたは地球からの視線と太陽からの光

線の方向のあいだの角度の関数としてあらわされるもの

である.

このようなみえかたをするレイとはいっ花い何者な

のであろうか.この事実を説明するために多くのこ

ころみがなされた血たとえば蔦,N｡鷲鵬工豆と工9.

Stewart(1932)は実験室で玄武岩の微粒子を粉末をま

ぜてレイに似たものの表面をっくりそれに光をあてて

みえかたの変化をしらべた｡その結果レイは粉末を

混じえた微粒子のすじであると緕識づけた､また最近

J.A.O'keefe(エ卿)はレイは抽そらくガラスの性質

をもつ透明な小球からなっている鶯るうととな克花吉

これについてはふV鋤脳憲駿丑搬(蝸蔓)鳶婁実験蜜で試

みたところではガラ渓五等デルは必ずしも案窓いのみ

えかたとは十分愈一致は示さなか沿花とい資が注員

はしておいていい出悪夢｡療

*とくにアポ瞬主夏1王腸の持帰繊恕凋の物質のう島綱紛物質

欝順レイのかがやく瀧凋�
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中にはガラスの小球がたくさん含まれていることがわかっ

たのでレイがガラス球の集叢簑であ馬可能性は多分に勘る｡

もしそうだとすれば0'keefeの意兇は蓬わめて卓見だったこ

とになる.今後のアポロ探査が待たれる.

しかしガラス玉であるかどうかなどということは

一応別問題としてもレイがある種の微粒子のきわめて

うすい堆積物であることはどうもまちがいなさそうで

ある､それならばこのうすい堆積物がどうしてでき

たのであろうか｡ここでもクレｰタｰの唄看説と火

山説によって成因がはっきりわかれてくるのである.

まず隈石衝突説の強力な推進者の一人はアメリカ

のEShoemake麦である.彼は月面の多くのクレｰ

タｰのレイ構造カミ核爆発によってできたクレｰタｰや

膜石孔のまわりにひろがっている破砕物のバタｰンに

よく似ているものと考えた(第6図参照).なかでもと

く1こコペルニクス･クレｰタｰは月面の中央近くにあ

りクレｰタｰのまわりにソイが広はんいにひろがって

いるだけでなく暗黒で比較的平坦な海の面にひろがっ

ているために微細な構造がよく読みとれる､そこで

彼はこのレイ構造を詳細にしらべあげた.そしてク

レｰタｰの周囲のレイの中に多くの小さな二次クレｰ

タｰとよぶべきものが存在することを明らかにした(第

7図参照).この二次クレｰタｰは煩石の衝突でコ

ペルニクス1クレｰタｰ湯量できたとき四散した岩片かう

鶏簑鰯

鐵ペル皿ク夙幻紗イ(山とは鵜馬

ヴ)と慈下は月鯖2裏目のと慈)

欝勇鰯

ゲブ茅一とアリ黒幻けスのレ

イ(上がアリス釣けス下が

ケダ茅一)

第逆回肩の春ら側にみられ畿ソイ⑩(ジ習伽タノ帯ブ沙一ノ

･クレｰタｰ)(ア嚇口8号撮影)

欝嚢翻凋の賛も側終みられるレイ⑳(無名クレ舳夢帥)(ア嫌揮葛号撮影)�
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バタ耐ン(E.Sh一.

oe㎜駐盗轟ξ1964…こ

よる)

第7図

コペルエクスのレ

イ構遺のなかにみ

られる二次クレｰ

タｰ灘(風Shoe･

コ皿ak霞更ユ964

による)N
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エラトステネス

がったものでレイの中に存在することはレイの成因

と密接に結びついているもρであると考えた.レイそ

のものは四散した細かい物質がうすく堆積したもので

あると考えた.

もう一人の明石論者の旗頭であるR.RBaldw1賞もレ

イの膜石衝突成因説に賛成している.彼はレイは月

面に噴石が衝突したしゅんかんに放出された物質からな

っていると考えている.汎C,服eyとL.A.Gia㎜･

もOniも同じような結論を得ておりレイは空気のない

月面で頼石の衝突地域からかなり低い角度で放出養れ

た明るい物質と暗い物質のいり混ったものからできてい

ると考えたのである｡

以上のような隈石起源論に対して火山説ではどう説

明されるのであろうか.火山説で最も多くしかもふ

っうに行なわれている説明は火山灰説である.その

はじまりはJ･亙Sp蛆r(!948)であった.レイが細か

い物質のうすく堆積した層であること明るい物質であ

ることなどは火山灰層としても十分説明のできること

である.空気のない月面では噴出した火山灰が地球

上のように風にのって一方向へ流されるようなことはな

いから四方に均等に散布されることも十分考えられる.

また地球上の火山の例からも考えられるように火山

灰には酸性のマグマに由来する白っぽいものも多いか

ら明るいレイ物質も酸性の火山灰でできているもの

と考えればたいへんっごうカミよいことになるのである.

M.LoewyとRPuiseuxはレイを火山灰層である

と考えそれをくわしく観察したがレイはクレｰタｰ

から一時に放出されたものではなくいくっかの異なる

時代にまたがって放出され花ものであるという重要な

結論にたっしたこの結論はレイが隈石の衝突によ

って一度にできたという考えに完全に対立することにな

る.このようにレイの起源については2つの対立

した考えかたか平行しているわげであるがレイの起源

を明らかにするにはレイ･クレｰタｰそのものの性質

と起源を解駒する必要がある.

22一レイ･クレｰタｰの成因

ではレイをもろたクレｰタｰカ婁どんな性質と構造を

もっているかを少し詳しくながめてみることにしよう.

レイ1クレｰタｰのなかでも最も形態のよくととの

っているコペルニクスチコアリスタルクスなどをな

かめてみるとそれらに共通した性質としてつぎのよう

なものがあげられる.

まず第一にこれらのクレｰタｰは生成年代がかな

り新しいということである,それは月の地史区分の

なかでコペルニクス代とよばれる時代に生成したもの

でありコペルニクス代は海の形成より新しい時代なの

である.レイ･クレｰタｰ(すなわちコペルニクス型

クレｰタｰ)がな昔この時代に集中してできたのかは

大きな問題である｡もっともコペノレ貝クス代より前

の時代にできたクレｰタｰにもレイはあったが時がた

っとともにそれは黒ずんできて消滅してしまった.だ

からレイ里クレｰタｰは千ペルニクス代にだけ特有の

ものではないという意屍もある.なるほどやや古

いエラトステネスなどは構造的にはコペルニクスによ

く似ておりレイが消滅したと考えてもおかしくはな

い.*

しかしもっと古い海の形成以前のクレｰタｰになる

とレイをもともと伴っていたかどうか大いに問題が

あるのである(ζの点紀ついては次回ぽも賛一度ふれる

予定である)｡�
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*エラトステ率ス代のクレｰタｰはレイを伴っていないが

本質的にはコペルニクス型クレｰタｰと同仁構造をもってい

る.だからレイが消えうせたと考免ることは少しもお

かしくはないと思う.しかもどちらも海の形成以後の時

代でありノ･バコフなどは両者を一括して広義のコペルニク

ス代とよんでいる咀したがってレイ･クレｰ孝一は海の

形成以後の独特のものと考えるほうが自然であると繁者は考

えている.

やはりレイ･クレｰタｰが海の形成以後の産物であ

る(すなわち月の地史のある時期における時代的固有

性をもっている)ということに大いに注目すべきもの

を感じるのである.

つぎにこれらレイ･クレｰタｰの構造の共通ある特

徴があげられる.その模式断面図を篤琶図ぽ派してあ

るがこの図のようにクレｰタｰの外壁斜繭の傾斜は

ひじょうにゆるやかなのに対し内壁斜面はするどく巷

ゆ立っておりしかもそれが何段かの同心円状の段丘と

なってしだいに低くなっている.この同心円状の段

丘の成因についてはいろいろなことがいわれているが

碩看論者たちはクレｰタｰが隈看の衝突でできたあと

内壁斜面に数次にわ花る地すべりがおこりしだいに低

くなっていったものであると考えてザる.しかしこ

の地すべり説に対してほ疑問をとな免る同書もある咀

私も地すべりでこのような階駿状の地形ができること

はあまり期待できないと考えている由

むしろ.このような地形は地球上の例でいえばカル

デラの内側にみられることが多いのである｡したがっ

てレイ･クレｰタｰがカルデラのような陥没運動に

よってできたものだと考えればことはかんたんである

とい玄よう.蜜たカルデラでなくともクンｰタｰ

を火山の火口そのものと考えてもよく火口内に充満し

た溶岩の表面が滑動のおとろえとともにしだいに沈

降していったものであると考えてもよいであろう*.

*地球上の火山の例でもアフリカの二一ラ罵ンゴ火山の火口

内のようぽたえず溶岩湖の存在しているとこるではマグ

マの漬動の消剣はりて湖繭がしだいぽさがり火Pの内壁

に同心円状の段畳をもっている例秘ある.ただし肩のば

あいにはこれによく似ているがクレｰタｰの直径がひじよ

うに大師叱いうちがいがある｡これは月独自の特徴と考

えればよいかもしれない.

クレｰタｰの構造の特徴でもう1つとりあげたいのは

クレｰタｰ底にある中央丘である｡この中央丘は単独

のものもあるがコペルニクスのように複数のものも多

第8図レイ･クレｰタｰ¢)模式麟爾鰯�
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い.この中央亜の存在するクレｰタｰはいかにも地

球上の二重式火岬)ようにみえるし隈肴の落下では

このような中央丘の生成はちょっと考えにくいというの

で火山論者たちはこの存在をもってクレｰタｰの火

山成因説を主張して蜜たのであった｡

しかしこの中央丘が地球上の火山の中央火口丘と

まったく同じ性質をもっているかというとどうもそう

ではないのである｡地球上の火山では中央火q丘は

かなり大きくなることが多く襲わりの勿ルデラ壁の高

さをこえて発達することがかなりある自ところがこ

のコペルエクス型クレｰタｰのなかの中央丘はほとん

ど赫かなり小型のもので漢わりのクレｰタｰ壁の高さ

より高くそび走るものはないといってよい｡襲たこ

の中央丘がほとんどき漢ってクレｰタｰの串央にある

のもおもしるい事実である(飽球上の火山では中央火

口丘は中心よりずれたところにできているものが多いよ

うである)｡このようなわけでクレｰタｰの串央丘を

地球上の火山の中央火口任と直接比較することぽは難点

があるように思われる｡

それならばこのような中央湿は明石の衝突によっ

てでき花ものなのであろうか,たしかに地球上の隈

石孔にも中央昆をもつ花ものが潜る｡たと免はカナ

ダ楯状地からたく慈んみつかってきた隅石孔(大部分は

化看隙宥孔)の申に明らかに中央突起をもったものが

あるし繭アプリ勿にある蔑大なy災幽f組R三籔g(直

径225㎞)構造も中央に岩層の隆起した恭のようなも

のがある､これらは隈看の衝撃によって強い圧力を

うけた中心部の岩石がはね返って隆起し串央丘をつ

くっているのであると解釈されている､このような例

欝釜鰯率爽澄蜜もつ鰻篠孔顯摸戴灘灘畷

は他陵もあるようでそれをうらづけ蔦衝突はよって

生れ花高圧鉱物一(逐一サイトや深ティシ嚢バイト)や

出磁重鎌鰍鵬秘みつかってい幕ものも齢る由&ζろが

この隈肴孔の中央隆起はぎうも月のクい一夢一のもの

とは形態的に鮒嶋ちがい麻あ資そうである苗それは

両者の模武断繭園の比較(篤婆鐵あ籍募團)をみていた

だ書たいのである,凋のクレ舳身舳のばあいは平ら

なクレｰ労一底繭と中央丘斜繭をの鏡(つ蜜ゆ串央丘の

つけ根)が陣っきりした角度をもって擁しているのに対

し地球上の鰻宥孔のばあいはは串央鼠は底繭と連続

してゆ悉やかはもり上りているのであ鳶､それゆえ

月のクンｰ身一の年央遼秘畷肴衝突による岩層のはね返

り花と決めつけることもできないのである.

そこでαRKuiper一をはじめアメリカの科学者た

ちはつぎのような解釈を考え出した.すなわちレ

イ1クレｰタｰそのものは噴石の衝突によってできたも

のである.ところがクレｰタｰ生成後衝撃波が引

き金の役目をしてクレｰタｰの地下にマグマが発生し

それが噴出してクレｰタｰ底をうめ平担な底面をつく

った､さらに地下から溶岩がつきあげてきてもり上っ

た丘をつくった.これか中央丘なのであると.はた

してこの考えが正しいであろうか.

剃鰯繁"タンｰ貧一の遊擦写真(ルナ1秀一ビ孝一養母撮影)

1966年月のまわりを蜜わる孫衛星ルナ･オｰビタｰ

計画がはじまってから同衛星につみこまれた各種のカ

鶏蝸知1好一潔一鮒哨岬トスアヅブ顎(ルナ=

泳一ど夢一§繁鍛影)�
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策12鰯饒ペル㌶タ派出クレｰ夢一艦夢)逆接写真(ノけ岳

オｰビタ岬δ号撮鰺)

メラによって月面の微紳な地形や構造がく婁なく撮影

された｡そのなかにはレイ･クレｰタｰのようすを

詳細にとらえたものがいくっか含まれている､とくに

チココペルニクスァリスタルクスなどについては

クレｰタｰ底部のようすカミ微紳なところまでくっきり

とらえられた(第10図～第14図参照).

これらの写真をみてアメリカの科学者たちは仰天し

た.いままでクレｰタｰ底は平担で比較的単純なも

のと考克ていたのがそうではなかったからである｡

とくに篤夏王図にも示しであるようにチコ･クレｰタ

ところかアメリカの科学者たちは上述したような

膿石の衝突とそれによって誘発慈れ花火山活動という考

えを積極的におしすすめているようである｡わが国

でも久野久をはじめいく人かの地質学者や地球物理学

者が同じようなことをのべ彪｡しかし筆者のみると

ころこれは膿石説にしがみつくあまりの苦しい解釈

のようぽ思えてならないのである｡篤一レイ1クレ

ｰタｰが何故隈石衝突によってで慧たのかという根本間

題に対してアメリカの科学者たちは十分納得のいく証

拠をあまりあげていない｡“コペルニクスは明らかに

鰻石の衝突によってつくられ･…云々"というような書

きかたの論文がじっぽ多いのである,しかもそれに言

を合せるかのように員本の科学者の何人かがまった

く同じようなことをいっているのも何かふしぎな感じ

カミする,隈石成園説を強く主張するならばそれだけ

十分納得のいく説明をしてもらわなければアメリカの

科学脊に遺髄しているような印象をうはてもしかだカミな

いであろう吉

さて請が少し横道にそれてし漢っ花が中央丘の成

第王綱アリス約け汲1クレｰ秀一の遊擦写真

(ルナ･オｰビタ岬5暑撮艦)

瓢姻

アリ渓幻けスリレｰ夢一の肉鑑部分&嬢部のタ螂一ズアツブ饗輿

(/レナ畠浄榊ど身…5号携妾黛多)�
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策1δ図潟箇上の熟慮分布関

つぎにレイ･クレｰタｰが隈石衝突でできたという

考免に根本的に問題を投げかげるような事実を2･3

あげてみたい.1

従来レイ･クレｰタｰが隈石起源だといわれてき年

王つの重要な察実はレイ･クレｰタｰの分布カミきわ蹟

てアトランダムだということであった.たしかに障

石の衝突はほとんど無差別におこるはずであるから分

布か不規則になるのは娑然である｡それに対して火

山性の内園的な起源によってできるものは地質構造1と

支配されて何らかの規則的な配列をもつことになるで

あるう.この分布が規則的であるか否かがクレｰ

タｰの外因論･内因論にきわめて決定的な判定をくだす

ことになるのは当然のことのように思われる.

そこでレイ･クレｰタｰの分布を入念にしらべてみ

るとどうもこれカ童蜜ったくアトランダムだとはいい切こ

れないように私には思われるのである.まずレイ･ク

レｰタｰの典型的なものは海のど真中とか陵の内部σ

ほうにはあ蒙り存在しない､というとコペルニクスj

ケプラｰアリスタノレタスは海の中にあるではないかと

いわれるかもしれないが実はこれらのクレｰタｰのあ

るところは完全な海ではなく陸の岩石淋かなりあら

われていて海の物質はうすいのである,この地域は･

どうも雨の海のまわりの陵の延長であるらしい.そこ

でかなり大領であるかそのようなことを考慮に入れて

第王6図を薗いてみた｡その結果レイ･クレｰタｰの

分布に一定の規則性のようなものか見出されてくること

になった､�
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第棚爾の海をかこ猷醸状構造とレイ1ルｰタｰの分椛緑す幽

すなわちレイ･クレｰタｰは原則として陸の地域に

しかも海の周囲をとりまくような形に分布する｡コペ

ルニクスケプラｰアリスタルクスはいずれも爾の

海をとりまく細長い陵の上にできたクレｰタｰと解釈で

きる･そしてそのことによってはからずも爾の海

の婁わりの巨大な環状構造力堀定できるのである.従

来海はまるく閉じた形をしている(ヘイズン状)のが

原則であった.そのことからすると氷の海とかあら

しの大洋のような細長い海はどうも海らしく扱い海で

なぜこんな形をしているのかうまく説明で意なかった

のである.ところがこの間のような形に表現してみ

ると氷の海とあらしの大洋は1つにつながって爾の

海の外縁をとりまく巨大な繋状の海ということになる.

全体的にみるならぱ雨の海を中心にした二重の匡大

な環状構造が表現されることになるわけでこれは基

本的にほ前回にのべたオリエンタｰレ･ヘイズンなだ

と同じような構造だということができる｡レイ1クレ

ｰタｰはこのような大環状構造にそって並んでいるの

ではなかるうか｡あらしの大洋一一氷の海の巨大な藻

の外側にあるオルバｰスやアナクサゴラスというレイ1

クレｰタｰもそうであるらしい.

れども)分布はその生成時代が海の形成以後の新しい

時代に限られることとあいまって内因的成因論にとっ

て有力な証拠を与えることになると思われる.またお

そらく白く輝やくレイが鯵と海の物質のちがいを反

映しているかもしれないのである｡

さらにレイ･クレｰタｰが内因的な成因であること

を物語る事実はレイそのものにも存在する由その最

もよい例はチコ1クレｰタｰのレイである｡第17図

の写真をみていた芯ければ一員でおわかりのようにテ

ニ!のレイはクレｰタｰの中心から規則正しく放射状に

出ているのでは決してない.むしろクレｰタｰの壁

から接線方向にとび出しているものがいくつかはっき

りとみとめられる.このような構造を鰻看衝突によ

る物質のし峨んかん的飛散と考克るのはひじょうに困

難であろう一ある人は噴石め洞転しながら落下した

のだとか裳た月の自転運動か遠い時期に落ちたので

転向カの影きょうなどで擦線方向にとび散ったのだと

いうようなことをいっているかいずれも苦しい解釈で

ある.これはレイの繁曲源がクレｰタｰの外壁付近

にありしかもいくつかの異なっ花噴出源から何回

かの時期に分けて噴出赫おこったものと考克るのがも

っとも妥当であると思われる.

このような目で海の形とレイ･クレｰタｰの分布を

みてゆくと月面では規模のち躯いこそあれ環状構

造力茎どんなばあいにも基本にあることそれにともなっ

ていくつかの地質現象や地質学的拳実が含理的に説明

されうるものであることがいえるのである｡このよう

なレイ･クレｰタｰの規則的な(もちるん例外もあるけ

最近(196王)アメリカ含療国地質調査所から恥J｡

臨｡k㎜迅nを中心に製作した詳細なレイ･クレｰタｰ

とレイ構造の分布図(380万分のヱの月面図は記載)が

発表された.ところかおどろいたことにはチコ･

クレｰタｰから発するレイ淡いかにもクレｰタｰの中

心からまったく放射状はとび出しているように書かれて�
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むべきことであるそれともレイの構造などはあま

り問題でないと軽くみているためなのであろうか.

以上だいぶ長々と!イ･クレｰタｰについて論じてき

た.私はけっして偏った見方をしてきたつもりはない

が客観的な事実をいろいろとつみ重ねてゆくことによ

ってレイ1クレｰタｰはどうしても内園的なものであ

ると考えざるを得なくなるようぽ思われる.そしてこ

のことはかって月面にかなり独自の火山活動淋存在し

たものを考えないわけにはいかなくなるのである(月の

火山活動については第8回貿に詳述したい).

とはいってもやはり最後の決定的な結論はレイ･

クレｰタｰの実地調査とサンプル採集の実現にかかっ

ている.NASAの計繭によるをエ971年逆用に発射

する予定のアポ町6号はチコ･クレｰタｰに1972年12

月に発射する最後のアポロ20号はコペルニクス･クレｰ

タｰにそれぞれ着陸することになっている､これが

実現すればレイ･クレｰタｰの成因について最後の緒

論がくだせることになるであろう.ぜひそれを楽しみ

にしていたい.

次回は多角形クレｰタｰの成因とクレｰタｰの進化

の問題についてのべる予定である｡

(筆者は東京都立武蔵高校教諭)
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(杜)貝本鉱業全訳

いわゆる転海洋開発ブｰム燕といわれている今員であ

るか多分にムｰド的なものが強くその開発体制の確

立や企業化への発展などは緒についたぱかりであろう.

海洋開発のなかでさしあたって実現化するものは工業

原料用としての海洋鉱物資源の開発であろうこれに

は

⑩海水からの金属採取

②海底からの有用元素を含む堆積物の操掘

③大陸棚からの看油および天然ガスの採掘

などがある.

本書では上記の海洋資源の探査お採掘方法を中心に

述べ海底地質および海洋鉱業の発騒への児通しについ

ても触れているにれからの転海底鉱臥というのは

海洋全般の天然資源を総合的に利用するため従来の機

械とは護り彪く異なった原理的悠も斬新な機器類を備え

だ新しいタイプの採鉱1選鉱コンビナｰトである｣と著

者は主張している.
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わが副鵬いても海洋資源の開発俸制が具体化されつ

つあると慈本書の刊行は凄こと…ぴイムリｰであリ

地質･鉱業関係者はもちろん海洋開発にたずさわる人

々の格好の参考書となるであろう.

命一郷一一

｢海中生溝に挑戦する｣

A5判203頁\900

P.A.ボ回ビコフV.P.ブロフコ共著

跡部治訳

海中の調査や海底鉱物資源の探査･採取作業には海

中柱屠を溝用すると有利であるといわれる.本書は海

中紀おける人閥の生理海水の圧力に基づく障害海中

施設登作る際の技術的な問題点などを中心にアメリカ

やフランスそしてソ連における海中実験の方法や潜水記

録など紀ついて述べてあるわが国における今後の海洋

開発のなかのこの分野にと櫛て指針となる書であろう.
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